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　沖縄で梅雨が明けたという報道がありました。逆に本州以東の本格的
な梅雨はこれからですね。夏のJAMコンベンションに出展予定の方々は、
準備作業最後の追い込みにかかっていることと思いますが、進捗状況は
いかがでしょう。
　私たち、日本鉄道模型の会の運営を担う理事は現在8名。ほぼ毎月1
回、日曜日の午前中に理事会を開いて会の運営方法、事業の内容やイベ
ントの企画について話し合っています。6月の理事会では来年3月開催予
定の「池袋鉄道模型芸術祭」の概要について、過去2回の経験を元に再
検討しました。概要については別項にあるとおりで、詳細は8月のコンベ
ンション会場でご紹介するとともに、過去に出展された方々には別途お
送りする予定です。
　これまでの「池袋鉄道模型芸術祭」はひと続きとなった池袋西口公園
と東京芸術劇場を会場としていましたが、2017年、2018年の3月は公
園の改修工事が予定されており、芸術劇場内とその周辺のみでの開催と
なります。また2018年の改修では現在のステージが大幅に拡大される
ことが予定されていて、その概要の決定は今年秋頃になるとのことです。
　羅須地人鉄道協会のマフポッターの運転ならびに汽笛市の開催は、残
念ながら少なくとも今後2回はお休みになります。

コンベンションまで1ヶ月です

　当会ではJAMコンベンションで実施される「鉄
道模型功労者」の顕彰者選考を毎年行っており
ます。これは日本における鉄道模型の発展に寄与
された方たちを顕彰させていただくもので、今年
は「けむりプロ」を選ばせていただきました。
　鉄道模型誌よりむしろ実物誌で名高い「けむり
プロ」は慶應出身者によるグループで、60年代前
半から古典機の残る専用線や軽便鉄道を題材と
して、70年代前半までには台湾、インド、中南米
に足跡を残すなど、その活動は多くのファンを魅
了しました。明治の機関車、9200や8100を知っ
たのは彼らの作品という方も多いのではないで
しょうか。
　鉄道模型趣味誌で‘73年に連載されて話題と
なった「DUCHS STORY」の著者、「けむりプロ」
の蔵持尚弘氏は87. PRECINCTの中心メンバー
であり、後の乗工社オーナーでありました。この
連載には他のメンバーも多く関わっていました。
その作品にインスピレーションを受けた鉄道模
型作品が数多く発表されていることは良く知られ
た通りです。
　近年は「けむりプロ」のメンバーも多忙な社会
人から解放されたこともあり、出版などにも再び
積極的となっています。

第3回鉄芸祭の概要がまとまりました。詳細はコンベンションで

　2018年3月に3回目の開催を迎える「池
袋鉄道模型芸術祭」ですが、今後も継続的
に発展し、日本の鉄道模型界を支える支柱
となるべく、新たなスキームを考えました。
「池袋鉄道模型芸術祭」は、モデラーの皆
様が主体的に育ててゆくステータスのある
イベントを目指します。
　参加することが、日本の鉄道模型趣味界
の未来を育てる。そういう思いを持ってぜ
ひご参加頂きたいと考えています。
　そのため、特に個人や少人数のグループ
でも参加しやすいような、新しい出展形態
もご用意いたしました。グループとは異な
り、規模が小さくなる個人展示については
一日、半日でも出展できる小ブースを検討

しており、ご参考に8月18日（金）～20日
（日）にビッグサイトで開催されるJAMコ
ンベンションに設けられる日本鉄道模型
の会ブースにて理事がひな形を実演し、
出展のご相談を受けさせていただきます。
　第3回鉄道模型芸術際出展に興味を
お持ちの方はコンベンション開催期間中
にぜひ、お立ち寄りください。

　第18回日本鉄道模型コンベンション（JAMコ
ンベンション）は8月18日(金)～8月20日（日）の
日程で東京ビッグサイトに於いて開催されます。
今年のコンベンションのテーマは「東海道」。華や
かな時代を中心に日本最大の幹線を掘り下げま
す。そして当会でも別項の通り、来年開催の鉄道
模型芸術際のご案内、鉄道模型功労者など様々
な形で参加いたします。
　今年も会員特典として3枚の入場引換券を会
員登録住所に発送させていただきます。ぜひ活用
し、ご来場くださいますよう、お願いいたします。

今年の功労者は「けむりプロ」


